
  

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度（２０１９年度） 生涯学習指導者養成講座[３] 

生涯学習マスコット マナビィ 

期 日： 令和元年（２０１９年）9 月１１日（水）  

会 場： くまもと県民交流館パレア  パレアホール 

〔講師〕  

下関市立大学 

准教授  天野 かおり 氏 

          

〔講座内容〕  

＜講座１＞  

「わたしたちの今、そして未来」 

 

＜講座２＞ 

「生涯学習の今日的課題」 

 

＜講座３＞ 

「ひとりの気づきをみんなの行動に」 

 

 

 

 
 

下関市立大学 准教授 天野 かおり 氏を講師にお招きし、協働に必要なスキルア

ップ講座を実施しました。当日は、４４人の受講生の方々が、ＳＤＧｓをとおして、つ

ながるために必要なスキルを講義とワークショップをとおして具体的に学びました。 

 

 

受講後の満足度 

とても満足＋満足  

１００％ 
 

 

成果 を生む 

いろいろな 

つながりが 

いろいろな 

  成果を生む 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

講座１「わたしたちの今、そして未来」 
わたしたちが生きるこれからの時代において「必要なことは何か」を SDGｓの視点

をとおして学びました。 

【SDGｓのボードゲームを使って】 

 

SDGｓのテーマ 

地球上の「誰一人として取り残さない」 

 

SDGｓの特徴 

 ・「包摂性」 

  誰一人として取り残さない。  

 

・「参画性」 

すべてのステークホルダーが役割を持つ。 

 

・「統合性」 

 社会、経済、環境に統合的に取り組む。 

           

講座２「生涯学習の今日的課題」 
ソーシャルキャピタルの考え方をとおして、生涯学習の今日的課題等について 

学びました。 

～ソーシャルキャピタルの考え方～ 

他人とのつながりを構築し、それらを維持する

ことによって、人々は、自分たちだけでは達成で

きないことや達成できるとしても非常に困難で

あることを協力して成し遂げることができる。 

 

ソーシャルキャピタルの豊かさと、ボランティ

ア活動を始めようとする市民活動の活性化に

は、相互に高めあうような関係「ポジティブ・

フィードバック」がある。 

「学びと活動の循環」

を地域づくりにつな

げることが大切 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座３「ひとりの気づきをみんなの行動に」 
SDGｓの視点から、地域課題の解決に向けて「どんなことができるのか。」を

考えていきました。 

 

 

あなたの気づきとアクション 

・あなたが最も共感する（危機感を抱く）Goal は？ 

 

・その Goal のために、受講後にすぐ変えられる行動は？ 

 

地域課題の解決に向けて 

 このアクションをネットワーク化 

【SDGｓの１７の目標から一つ選び考えを書く】 

 

【同じ目標を選んだ人同士でグループ形成】 

 

【グループで協議】 

 

【全体で共有】 

 

◎受講生の感想 

・協働の場づくりそのものが関係づくりだということを学ぶことができた。 

・ソーシャルキャピタルの理論で直面する問題を捉え直すことができた。 

・SDGｓを使った具体的なワークショップから学びを深めることができた。 

・課題解決の喜びを味わうことができてよかった。 

・生涯学習についていろいろと考えることができた。 

 

 


